
都市再生整備計画　フォローアップ報告書

舞鶴公園・六本松地区

平成２８年３月

福岡県福岡市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

H　　年　月
その他の
数値指標２

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成度

確定値が評価値と比較して大きな差異がある
場合や改善が見られない場合等

総合所見

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

指標３ 文化施設の利用者数 人/年 847,554

指　標 従前値
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

※フォローアップの必要のある指標について記入

計測時期

その他の
数値指標１

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

1,008,732

1年以内の
達成見込み

○

観光ルートや案内板・説明板の整備
による回遊促進や，集客イベントの
実施，広報の拡充等による来訪促
進，動植物園リニューアルによる施
設の魅力増大によって，目標値を大
きく上回った。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

全市的な人口増加が続く中、整備計
画に基づく歩行空間の整備や防災機
能の強化などの事業による居住環境
としての魅力の向上等により、市全
体や区全体よりも高い人口増加率を
維持し、目標値の達成につながっ
た。

1,103,863 平成27年5月 -

指標５

居住人口 人 80,141

指標４

指標２

総合所見

九大六本松キャンパス移転の影響を
受けながらも、対象地区内の居住人
口や通勤・通学者の増加に加え、整
備計画に基づく事業の実施により、
舞鶴公園を中心とした観光拠点の魅
力や回遊性の向上が図られ、地域へ
の来訪者が増加したことで、目標値
を大きく上回った。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

確定値が評価値と比較して大きな差異がある
場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

-○

-85,870 平成27年5月

事後評価

見込み・確定の別

事後評価
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成度

○

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

29,926

計測時期

平成27年5月

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１ 地下鉄駅の乗客数 人/日 23,414

その他の
数値指標３

82,500

925,000

1年以内の
達成見込み

○

30,467

見込み・確定
の別

23,800 ○

86,379

目標値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

・成果を持続させるために
行う方策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

既存資源の活用や大学跡地等の拠点性向上による魅
力あるまちづくりの必要性

九大六本松キャンパス跡地における基盤整備、
地下鉄階段バリアフリー化、舞鶴城址の観光ルート整備、
舞鶴公園観光案内・説明板の整備、集客イベントの実施、
桜の植樹・保護育成、舞鶴城址の観光ルート整備

実施した具体的な内容

具体的内容

今後の課題　その他特記事項

九大六本松キャンパス跡地における拠点形成を推進し、地域への
来訪者数の拡大を図り、さらなる賑わいのあるまちづくりを進めてい
く必要がある。

実施にあたっての課題　その他特記事項

実施した結果

九大六本松キャンパス跡地の基盤整備が完了し、跡
地内の事業者が工事に着手した結果、拠点性向上
が図られ、さらに、既存資源資源を有効活用すること
で、地下鉄乗客数や居住人口が増加した。

実施時期追加が考えられる今後のまちづくり方策

誰もが安全・安心で快適に暮らせる環境整備の必要性 九大六本松キャンパス跡地における基盤整備、
地下鉄階段バリアフリー化、舞鶴城址の観光ルート整備、
壁面緑化の実施

快適な歩行空間の確保が進展した。 すべての人が安全・快適に移動ができ、災害時には避難経路とし
ての役割を果たす歩行空間の整備を行う必要がある。



都市再生整備計画（清算報告）

舞鶴
ま い づ る

公園
こ う え ん

・六本松
ろ っ ぽ ん ま つ

地区

福岡
ふ く お か

県　福岡
ふ く お か

市

・様式は、Ａ４長辺側を、２箇所ホチキス留めすること。



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 905 ha

平成 22 年度　～ 平成 31 年度 平成 22 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
都市全体のリノベーション方針（都市構造再編を図るため、都市機能の拡散を防止する等の公的不動産のマネジメントも取り組みを含む）

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

都道府県名 福岡県 福岡市 舞鶴公園・六本松周辺地区（地方都市リノベーション事業）

計画期間 交付期間 26

大目標：　歴史・文化・緑をつなぎ、風格ある都市環境の創造
　目標　１　：にぎわいのあるまちづくりの推進
　目標　２　：安全安心して暮らせるまちづくりの推進

　本市では、自然に囲まれたまとまりある市街地の中に、必要な都市機能を備えた拠点が円滑な交通で結ばれた福岡型のコンパクトな都市をめざし、都市のストックを最大限生かしながら、市民生活の核となる各拠点の特性に応じて、都市機能の更新や
交通機能の再編等による都市活力の維持・向上を図ることとしている。
　　特に、これまで整備されてきた公共空間や既存建築物等の都市のストックについては、持続的な維持管理や利活用の工夫による、良好な都市環境の維持やさらなる魅力の向上が求められていることから、地域・企業・行政などさまざまな主体が連携
し、美しい街並みや地域の特性を活かした魅力ある景観や、質の高い住環境の形成を目指していく。
　そのような中、鴻臚館や福岡城址といった歴史資産、美術館や博物館といった文化施設、貴重な緑地空間として広く市民に親しまれている大濠公園・舞鶴公園・動植物園といった公的施設の連携を図り、地域拠点である六本松・鳥飼・別府地区を中心
に、西部広域拠点であるシーサイドももち地区の一部を含めて「中心拠点区域」に位置づけ、都心との近接性を活かしながら、歴史・文化・緑をつなぎ、風格ある都市環境の創造を目標とした、にぎわいのある安全安心のまちづくりを推進する。
　公的不動産の活用策としては、今後、市有施設の老朽化が進み、更新のピークが集中して大きな財政負担が予想されることから、福岡市アセットマネジメント基本方針及び実行計画に基づき、「既にあるものを活かす」という発想に立ち、施設関連投資額
の低減や平準化を図りつつ、安心安全な市有施設を維持し、良質な公共サービスを持続的に提供するため、長寿命化と投資の平準化、施設運営・保守管理の効率化、既存施設の有効活用を図る取り組みを行うこととしている。
　取り組みとしては、まず、博物館機能の強化充実を図るとともに、大濠公園・舞鶴公園のセントラルパークとしての一体的な活用によって集客の拠点としての活用を高めていく。また、九大六本松キャンパス跡地への司法機関の集約とともに、商業・業務・
サービス・交流・居住機能等多様な機能集積を図るなど、都市機能の拡散防止と公共不動産の有効活用を図る。

（まちづくりの経緯）
　○平成3年5月舞鶴(福岡)城址将来構想答申において、高等裁判所を長期移転施設（20年以上)として位置付け（公園関係）
　○平成3年10月九州大学が九州大学評議会において、元岡・桑原地区へ統合移転を決定（九大関係）
　○平成4年舞鶴公園と大濠公園を一体的活用を図ることを目的として、セントラルパーク構想県市連絡協議会を設置（公園関係）
　○平成5年2月　高等裁判所の増築について、文化庁は平成25年3月までの期限付きで現状変更同意（公園関係）
　○平成6年7月九州大学の移転等を踏まえ、草ヶ江校区まちづくり推進協議会（現　草ヶ江まちづくり協議会）発足
　○平成10年12月国有財産九州地方審議会において「九州大学移転跡地の利用に関する基本方針」を答申
　○平成14年3月福岡市交通バリアフリー基本方針の策定（別府・六本松地区を重点整備地区に指定、六本松⇔大濠公園・舞鶴公園間を特定経路に指定）
　○平成16年度に「福岡城址保存整備基本構想」をとりまとめ、中長期に渡る福岡城の整備計画の方向性を策定（公園関係）
　○平成17年2月地下鉄七隈線が開業し、六本松駅がオープン
　○福岡城城郭地区（交付期間；平成18年度から21年度）都市再生整備計画を策定、舞鶴公園の整備を実施（公園関係）
　○平成19年5月九州大学六本松キャンパスについて、有識者、地域、行政等を交えた「九州大学六本松キャンパス跡地利用計画」が策定される（九大関係）
　○平成21年４月九州大学六本松キャンパスが元岡桑原（伊都）地区に移転、六本松キャンパスを閉鎖（九大関係）
（まちづくりの現況）
　○六本松駅の開設を契機として大濠公園や舞鶴公園（城内地区）への経路を回遊路や災害時の避難路としてバリアフリー化を進めている。
　○福岡城城郭地区の都市再生整備計画に基づき、下の橋大手門復元を行う等、舞鶴公園を中心に歴史的景観の整備を進めている。
　○九州大学六本松キャンパス跡地について、跡地利用計画に基づき法曹施設を軸に、地域拠点として整備を進めて行く予定。

　○都心部に隣接し、古代日本の迎賓館であった鴻臚館や福岡城址をはじめとした歴史遺産、美術館や能楽堂等の文化施設を数多く抱える歴史文化に富んだ地区であるが、
　　 それぞれの施設や史跡等の整備や連携が不十分で、地域としての魅力を十分に発揮できていない状況である。
　○都心部及び舞鶴公園等の地区内各拠点間の回遊動線が不十分なため、回遊性を高める方策が必要である。
　○中央区は、六本松地区を含め各種開発が進められる等、今後も人口増が見込まれるが、現状において、災害時の避難地を十分確保できておらず、今後の人口増加に少し
　　でも対応できる避難地の確保が求められる。
　○福岡城址内にある裁判所について九州大学六本松キャンパス跡地への移転を速やかに進めるとともに、城址内の裁判所跡地を活用し、広域避難場所としての機能強化を早急に図る必要がある。
　○九州大学移転による地域活力低下及び上記課題等を踏まえ、地域の防災性及び文化交流機能、交通結節機能の向上等を図ることにより、六本松駅を中心とした拠点性の向上を図る必要がある。
　○舞鶴公園（福岡城址）は桜開花時期及びイベント開催時期には来訪者が増加するが、時期による偏りをなくすために、史跡整備を始めとする歴史的景観修景を行うことにより、
　　年間を通じた集客力を高める必要がある。
　○当地区は福岡都心部地区都市再生整備計画区域と隣接していることから、連携を図りながら、総合的な市街地整備を行っていく必要がある。

　○福岡市新・基本計画では、大濠公園や都心との近接性を生かしながら、地下鉄３号線の整備を契機に交通結節機能の強化を図るとともに、九州大学移転跡地を活用して、
　　商業機能、就業の場などの充実、都市型居住の促進をめざすとされている。
　○福岡市都市計画マスタープランでは、六本松駅周辺を利便性を考慮したバス停や駐輪場の整備や地区の特性にふさわしい魅力ある景観づくりなどの計画的まちづくりを行うとされている。
　○福岡市地域防災計画の災害予防計画において、災害時に一時避難地として機能する近隣公園や、地区の救援活動の拠点としても利用可能な総合公園等の確保を進めることとされている。
　　広域避難地として機能する公園の計画箇所として舞鶴公園が挙げられている。　　※舞鶴公園（総合公園）、計画面積　42.4ha、整備完了年度　平成25年度以降
　○福岡城跡は、平成16年に策定した「福岡城跡保存整備基本構想」に基づき、計画的に復元・整備等を行うこととされている。



リノベーション事業の計画
都市機能配置の考え方

目標を達成する上で必要な「地方都市リノベーション推進施設」「生活拠点施設」の考え方（民間事業者による事業継続の見込みや民間事業に対する行政の支援等を含む）

地方都市リノベーションに必要となるその他の交付対象事業等

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/日 H21.9 H26

人 H21.9 H26

人/年 H20 H26

　本市では、都心部を中心に、都市の成長を推進する活力創造拠点や、市民活動の場となる広域拠点、地域拠点などに、拠点の特性に応じて多様な都市機能を集積し、交通基盤のネットワークにより移動の円滑性が確保された「福岡型のコンパクトな都
市」を目指している。
　このような中、自然や歴史を身近に感じることのできる大濠公園・舞鶴公園一帯は、都心に近い市民の憩いの場として、また、観光・集客資源として活用する必要がある。
　また、地域拠点に位置付けられる九大六本松キャンパス跡地は、地下鉄六本松駅に隣接し、バス路線が充実するなど交通利便性が高い地域であり、地域拠点にふさわしい多様な都市機能の誘導を図るとともに、周辺交通の円滑化を図り、安全安心の
まちづくりを推進する。
　さらに、博物館など文化・教育施設や観光・情報技術関連施設を有するシーサイドももち地区や文教・商業機能を有する西新地区との回遊性を高め、六本松からシーサイドももちにいたる地域が一体となった、個性と活力を持つ都市空間の形成を進める。

　博物館の総合展示室等のリノベーションは、集客性を高めることで地区の回遊性を向上させ、シーサイドももちから六本松地区の文化・教育施設や観光情報技術関連施設との連携による相乗効果をもたらし、にぎわいのあるまちづくりの推進に寄与し、都
市機能の向上と施設利用者の増進に資すると考える。

　○公園（舞鶴公園）：観光資源の整備として、福岡城址石垣や鴻臚館跡の整備等を行い、観光・集客資源として活用することで、にぎわいのあるまちづくりの推進に資する。
　○地域生活基盤施設（観光案内・説明板の整備）：文化施設等へのわかりやすい誘導を図るため、案内標識の整備等を行い、観光・集客資源の活用に資することで、にぎわいのあるまちづくりの推進に資する。
　○高質空間形成施設（観光ルートのバリアフリー化等）：文化施設等への夜間もわかりやすい誘導を図ることや、歩行空間のバリアフリー化等を行い、観光・集客資源の活用に資することで、にぎわいのあるまちづくりの推進に資する。
　○道路（大濠東油山線、市道六本松1108号線）：回遊道路として災害時の避難路としても活用し、地域防災機能の強化を図るため、道路整備を行い、安全安心のまちづくりの推進に資する。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

地下鉄駅の乗客数
地区内の駅（大濠公園、唐人町、六本松、別府）における
一日あたりの乗客数の合計値

各種事業の整備が進み、各目標が達成されることで、地区内外の
移動が活発になることが予想され、地下鉄利用者数が増加する。

23,414 23,800

居住人口 地区内における居住人口
安全安心して暮らせるまちづくりを進めることで、地区内の居住人口
が増加する。

80,141 82,500

文化施設の利用者数
地区内の文化施設（動植物園、鴻臚館跡展示館、日本庭
園、能楽堂）の施設利用者数

にぎわいのあるまちづくりが進められ、回遊性が向上することによ
り、文化施設の施設利用者数が増加する。

847,554 925,000



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

事業実施における特記事項
その他
・九大六本松キャンパス跡地を含む草ヶ江校区において、まちづくり協議会が設立されており、跡地を含む周辺まちづくりについて、積極的に活動を行っている。
・九大六本松キャンパス跡地については、都市再生機構が九州大学から土地を取得し、まちづくりを進めている。
・平成１９年に策定した「九州大学六本松キャンパス跡地利用計画」において、福岡城址内の裁判所及び県弁護士会館、検察庁等を跡地南側に集約移転する計画となっている。
・福岡城郭地区は平成２１年度に終了するが、更なる魅力向上のために、引き続き舞鶴公園整備を実施する。

方針に合致する主要な事業
整備方針１（にぎわいのあるまちづくりの推進）
・文化施設等へのわかりやすい誘導を図るため、案内標識の整備や歩行空間のバリアフリーを図る。

・観光資源の整備として、福岡城址石垣や鴻櫨館跡の整備等を行う。

・観光客等の立ち寄りのための施設を整備する。

・観光客集客に資するイベント等を開催する。

・にぎわいと環境に配慮し、区の拠点施設で壁面緑化を行う。

・にぎわいと環境に配慮し、駅照明設備等の省エネルギー化を推進する。

・九州大学跡地において法曹施設、商業業務居住など複合施設を整備し、地域拠点の形成を図るとともに、周辺地域との回遊道路を活用し六本松駅の
拠点性の向上を図る。

地域生活基盤施設（基幹事業／観光案内・説明板の整備）
地域生活基盤施設（地方都市リノベーション事業）：観光案内・説明板の整備
高質空間形成施設（基幹事業／観光ルートのバリアフリー化等）
高質空間形成施設（地方都市リノベーション事業）：観光ルートのバリアフリー化等
地域創造支援事業（提案事業／地下鉄駅ナンバリング事業）
地域創造支援事業（提案事業／地下鉄駅券売機の４カ国語化事業）
公園（基幹事業／舞鶴公園）
公園（地方都市リノベーション事業）：舞鶴公園
地域創造支援事業（提案事業／福岡城・鴻櫨館跡活性化事業）
高次都市施設（基幹事業／観光利便施設）
動植物園再生整備事業（関連事業）
既存建造物活用事業（地方都市リノベーション推進施設）：福岡市博物館
地域創造支援事業（提案事業／集客イベントの実施）
集客イベントの実施（関連事業）
地域創造支援事業（提案事業／観光パンフレットの作成）
地域創造支援事業（提案事業／さくらまつりの拡充・開催）
地域創造支援事業（提案事業／桜の植樹、保護育成）
桜の植樹、保護育成（関連事業）
地域創造支援事業（提案事業／区役所壁面緑化）
区役所壁面緑化（関連事業）
地域創造支援事業（提案事業／駅照明設備等の省エネルギー化）
駅照明設備等の省エネルギー化（関連事業）
住宅市街地総合整備事業（関連事業）

整備方針２（安全安心のまちづくりの推進）
・地域拠点施設である公民館のバリアフリーを進めるため、ＥＶを設置する。
・バリアフリー特定経路の出発点となっている地下鉄駅トイレのバリアフリー化を進め、利便性向上を図る。

・九大跡地内を中心に道路整備や快適なバリアフリー歩道を整備する。
・整備された回遊道路は、災害時の避難路として活用することが可能であり、地域防災機能の強化に資するものである。
　これら回遊機能を活用し、更なる地域の防災機能の強化を図るため、城内地区（高裁跡地）において防災公園の整備拡充を図る。

・迅速な水防活動や住民の避難準備行動を支援するため、河川に監視カメラと水位計を設置する。

地域創造支援事業（提案事業／公民館ＥＶ設置）
高質空間形成施設（基幹事業／地下鉄駅トイレバリアフリー化事業）
地下鉄駅階段バリアフリー対策事業（関連事業）
住宅市街地総合整備事業（関連事業）
防災公園街区整備事業（関連事業）
道路(基幹事業／博多駅草ヶ江線,千代今宿線,南公園567号線,堅粕西新２号線,大濠東油山線)
道路（地方都市リノベーション事業）：大濠東油山線,市道六本松１１０８号線
地域生活基盤施設（基幹事業／河川水位監視・観測システム整備事業）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業①社会資本整備総合交付金

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 福岡市 直 380ｍ 22 22 22 22 49.6 49.6 49.6 49.6

道路 博多駅草ヶ江線 福岡市 直 210ｍ 22 22 22 22 47.4 47.4 47.4 47.4

道路 南公園５６７号線 福岡市 直 225ｍ 22 22 22 22 19.0 19.0 19.0 19.0

道路 堅粕西新２号線(城内) 福岡市 直 130ｍ 23 23 23 23 4.6 4.6 4.6 4.6

道路（地方都市リノベーション事業） 大濠東油山線(六本松) 福岡市 直 90ｍ 25 25 25 25 36.0 36.0 36.0 36.0

道路（地方都市リノベーション事業） 市道六本松１１０８号線 福岡市 直 30ｍ 24 25 24 25 42.4 42.4 42.4 42.4

公園 舞鶴公園 福岡市 直 － 22 22 22 22 29.4 29.4 29.4 29.4

公園（地方都市リノベーション事業） 舞鶴公園 福岡市 直 － 26 26 26 26 90.0 90.0 90.0 90.0

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 －

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 福岡市 直 － 22 22 22 22 7.1 7.1 7.1 7.1

福岡市 直 － 25 26 25 26 0.8 0.8 0.8 0.8

高質空間形成施設 福岡市 直 － 22 24 22 24 144.9 144.9 144.9 144.9

福岡市 直 － 26 26 26 26 30.0 30.0 30.0 30.0

高次都市施設 福岡市 直 － 22 23 22 23 67.8 67.8 67.8 67.8

福岡市 直 2,121㎡ 24 24 24 24 220.0 220.0 220.0 220.0

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 789.0 789.0 789.0 789.0 …A'

基幹事業②地域自主戦略交付金

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 福岡市 直 130ｍ 24 24 24 24 25.0 25.0 25.0 25.0

道路 堅粕西新２号線(六本松) 福岡市 直 330ｍ 24 24 24 24 27.1 27.1 27.1 27.1

道路 大濠東油山線(六本松) 福岡市 直 90ｍ 24 24 24 24 2.9 2.9 2.9 2.9

公園

河川

下水道 －

合計 55.0 55.0 55.0 55.0 …A''

※交付期間内事業期間は平成24年度以降を記載 ※H24以降を記載 ※H24以降分を記載

基幹事業　総計（①＋②）

総計 844.0 844.0 844.0 844.0 …A=A'+A''

0.0

0.0

－

交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分
堅粕西新２号線(城内)

0.0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

住宅市街地
総合整備
事業

既存建造物活用事業（地方都市リノベーション推進施設） 福岡市博物館

－

高質空間形成施設（地方都市リノベーション事業） －

－

－

－

地域生活基盤施設（地方都市リノベーション事業） －

－

交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分
千代今宿線

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

国費率 0.443

　うち、社会資本整備総合交付金対象事業　計 914.0 　うち、社会資本整備総合交付金対象事業　計 407.52

　うち、地域自主戦略交付金対象事業　計 55.0 　うち、地域自主戦略交付金対象事業　計 22.00

交付対象事業費 969.0 交付限度額 429.52



提案事業①社会資本整備総合交付金
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
別府１丁目 福岡市 直 23 24 23 24 20.4 20.4 20.4 20.4

城南区役所 福岡市 直 22 24 22 24 0.6 0.6 0.6 0.6

舞鶴公園内 福岡城さくらまつり実行委員会 間 24 24 24 24 15.8 15.8 15.8 15.8

舞鶴公園内 福岡市 直 22 22 22 22 3.1 3.1 3.1 3.1

舞鶴公園内 福岡城さくらまつり実行委員会 間 23 23 23 23 18.8 18.8 18.8 18.8

舞鶴公園内 福岡市 直 23 24 23 24 11.6 11.6 11.6 11.6

舞鶴公園内 福岡市・福岡城さくらまつり実行委員会 直・間 22 24 22 24 7.0 7.0 7.0 7.0

地下鉄駅（４駅） 福岡市 直 22 22 22 22 1.8 1.8 1.8 1.8

福岡市 直 24 24 24 24 43.0 43.0 43.0 43.0

福岡市 直 24 24 24 24 2.9 2.9 2.9 2.9

－

－

－

－
合計 125.0 125.0 125.0 125.0 …B'

提案事業②地域自主戦略交付金
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

－

－

－

－
合計 0.0 0.0 0.0 0.0 …B''

※交付期間内事業期間は平成24年度以降を記載 ※H24以降を記載 ※H24以降分を記載

提案事業　総計（①＋②）

総計 125.0 125.0 125.0 125.0 …B=B'+B''

合計(A+B) 969.0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

都市再生機構 国土交通省 ○ 22 26 18,000

都市再生機構 国土交通省 ○ 22 未定 未定

福岡市 国土交通省 ○ ○ 18 38 10,000

福岡市 国土交通省 ○ 25 26 0.6
福岡城さくらまつり実行委員会 国土交通省 ○ 25 26 31.5

福岡市 国土交通省 ○ 25 26 17.0

福岡市 国土交通省 ○ 25 25 4.5

福岡市 国土交通省 ○ 25 26 12.0

福岡市 国土交通省 ○ 26 26 2.0

合計 28,067.6

事業効果把握調査 ―

桜の植樹・保護育成（さくらの名所化） 舞鶴公園内

駅照明設備等の省エネルギー化事業 大濠公園駅

地下鉄駅階段バリアフリー対策事業 地下鉄唐人町、大濠公園、西新駅

動植物園再生事業 南公園

壁面緑化の実施 城南区役所

集客イベントの実施 舞鶴公園内

事業期間
全体事業費

住宅市街総合整備事業 六本松駅周辺地区

防災公園街区整備事業 舞鶴公園六本松周辺地区

0.0

0.0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○）

地域創造
支援事業

まちづくり活
動推進事業

－

－

事業活用調
査

－

－

0.0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

まちづくり活
動推進事業

－

－

事業活用調
査

－

－

地域創造
支援事業

別府公民館ＥＶ設置

壁面緑化の実施

集客イベントの実施
観光パンフレットの作成

地下鉄駅券売機４カ国語化事業 地下鉄駅（４駅）

「さくらまつり」の拡充・開催
桜の植樹・保護育成（さくらの名所化）

福岡城・鴻臚館跡活性化事業

地下鉄駅ナンバリング事業
駅照明設備等の省エネルギー化事業 地下鉄唐人町駅

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分
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